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　アメリカ ，ニューイングランド地方によく見られる果樹園の林檎の取り入れ時の光景をもとに

書かれた上記の詩は，エミリ ・ディキンスン（１８３０－８６）が清書原稿を束にして残した小冊子
，

　　　　１）
ファシクルの２２番目に納められた２３篇のうちの１篇で，ディキンスンが最も多作であ った１８６２年

，

３１歳のときの作品である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
　しかしディキンスンの定本である１９５５年出版のジ ョンスン版にあるこの詩，４８３番が初めて公

になっ たのは，ディキンスンの死後，第一詩集を編纂したＭａｂｅ１Ｌｏｏｍ１ｓ　Ｔｏｄｄが娘のＭ１ｌ１１ｃｅｎｔ

ＴｏｄｄＢｍｇｈａｍと一緒に６６８篇の詩を掲載して，１９４５年に編纂したＢｏ伽げ〃必勿１Ｖ；舳
　　　　　　　　　　　　３）
Ｐ０３伽げ亙舳妙Ｄ〃伽ｏ〃のｐａ廿ｏｎｅ，‘‘ＴｈａｔＣａｍｐａ１ｇｎ　Ｉｎｓｃｒｕｔａｂ１ｅ”というタイトルの章であ

り， 次のように載った 。

Ａｓｏ１ｅｍｔｈｍｇｗ１ｔｈｍｔｈｅｓｏｕ１

（５３０）
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Ｙｏｕｒ　ｃｈａｎｃｅ　ｍ　ｈａｒｖｅｓｔ　ｍｏｖｅｓ
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，ｅｖｅｒｙｓｕｎ

Ｔｈｅ　ｓｍｇｌｅ，ｔｏ　ｓｏｍｅ１１ｖｅｓ

なんと厳粛なこと ，心のなかで

黄金色に熟して

垂れさがるのを感じるのは

　　　　 メーカ丁

前の方に創造王の梯子が止まる ，

逢か後ろの方で

存在が一つ落ちるのが聞こえる

なんと素晴らしいこと

もう熟しくしていると思 っていたのに

太陽がまだ頬を照りつけている

仕事に厳しくて真剣な目つき ，

主が果柄を少しひね って

熟れ具合を見てくださる

しかし何より厳粛なのは

収穫のときが

少しずつ近づいているのを知ること ，

毎日 ，太陽がそれぞれ人生に訪れる 。

これはＴｏｄｄ夫人の作 った原稿にもとづいて書かれたもので，生前，ディキンスンの１０篇の詩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５３１）



　１３０　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４６巻 ・第５号）

が活字になっ たときと同じように，「果樹園主」であると同時に，大文字になれは「創造主　神」

を意味する “Ｍａｋｅｒ
’’

を除いてはすべて小文字にしてあり ，ダ ソシュ はセミコロンやカンマヘと

常識的に置き換えられている 。ディキンスンの生原稿では１０行目の最初にある
‘‘

ｃｏｏ１ｏｆｅｙｅ
’’

が

９行目の終わりに置かれている変更がしてある 。

　この詩集を読んで，２年後の１９４７年，Ｈｅ皿ｙ　Ｗ　Ｗ
ｅ１１ｓ

は１倣ｏ伽肋ｏ〃ｏ 肋伽Ｄ１６尾伽ｏ刀

で， ｒ果実が実るという興味深いメタファーを使 っており ，ｓｅｌｆ－ｅｄｕｃａｔ１ｏｎ をテーマとしたディ

キンスンの詩群の一篇である 。果樹園のオーナーとティキンスンカ源 っている神は，それぞれの

果物の成長を注意深く観察し，果実が最も熟したときに摘み取ろうとしている。どんな悲劇的で

大変な体験にも耐え，乗り越え，人間的成長に役立たせることができるとディキンスンは信じて

いる 。この視点から，ディキンスンは自分に起こっ たいろいろな事件の過程を心のなかにたど っ

ていくが，何一つ失われるものはないと考えている 。またいかなる場合にも ，賢い人というのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
どのような出来事もどうしても必要なものにしてしまう」と解釈している 。

　人は神の厳しい鑑識眼のある目にかなうように，自己の内面的成就を目指して日々努力してい

くなかで，「存在が一つ落ちるのが聞こえる」に象徴される失敗や，挫折があ ったかもしれない 。

しかしそのような経験を通して，自らが成熟していくのであり ，その成長を自分でも感じるとき

がある 。それはやがては神の目に留まるだろう 。なんいう神々しい厳粛なときだろう 。そして正

しい評価をしてもらえる ，と自分では完壁と思 っていたのだけれど，それは自己過信であ ったか 。

なおも太陽が自分を照らし，輝かせてくれている 。

　そんななか，神は冷静で厳しい目を利かせ，その手を触れ，じっと深奥に一瞥を投げかけてく

ださる 。しかしなんといっ ても神に選ばれるときが近づいていることを自覚することは，一番厳

粛な気持ちになるときである。どんな苦難にも耐え，たゆまぬ努力を積み重ねておれば，「毎日

太陽がそれぞれの人生を照らしてくれる」。 今までのどんな経験も無駄ではなか ったのである 。

というように読めば，Ｗｅ１ｌｓの解釈は納得がいく 。

　この解釈の背景には ，‘‘Ｍａｋｅｒ
’’

や「果樹園」，「収穫」などの織りなす世界から ，聖書が見えて

くる 。「果樹園」を信仰や，そこから人間形成を連想することはキリスト教文化圏では自然なこ

とで，アメリカ最初の詩人，Ａｍｅ　Ｂｒａｄｓｔｒｅｅｔ（１６１２－７２）も ，「瞑想集」６４章で，「教会は神様の

果樹園」と言い，果物の木を信仰心の強い信者，挫折する信者，表面だけ信者の顔をしているク
　　　　　　　　　　　　　５）
リスチャンなどに例えている 。

　ある研究者は “Ｍａｋｅｒ
’ｓ　Ｌａｄｄｅｒｓ” に先端が天に達する梯子が地に向かって伸びており ，神の御

使いたちが上がったり下がったりしていたという夢を見た創世記のヤ コブの梯子を連想し，「主

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
とまじわ ったこともなく ，天国を知ることも許されないでいるヤコブの心からの祈り」と解釈し

ている 。また聖書の「種まきの警え」，マタイによる福音書１３章１８節一２３節，マルコによる福音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
書４章１３節一２０節，ルカによる福音書８章５節一１５節なども思い起こす研究者がいるのも当然だ

ろう
。

　「種まきが種をまきに出ていっ た。 まいているうちに，ある種は道ばたに落ち，踏みつけられ ，

そして空の鳥に食べられてしまっ た。 ほかの種は岩の上に落ち，はえはしたが水気がないので枯

れてしまっ た。 ほかの種は，いばらの問に落ちたので，いばらも一緒に茂ってきて，それをふさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５３２）
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いでしまっ た。 ところが，ほかの種はよい地に落ちたので，はえ育 って百倍もの実を緒んだ 。

（Ｌｕｋｅ８，５－８）」「この警えはこういう意味がある 。種は神の言である 。道ばたに落ちたのは，聞

いたのち，信じることも救われることもないように，悪魔によっ てその心から御言が奪い取られ

る人たちのことである 。岩の上に落ちたのは，御言を聞いたときには喜んで受け入れるが，根が

無いので，しばらくは信じていても ，試練のときが来ると ，信仰を捨てるひとたちのことである 。

いばらのなかに落ちたのは，聞いてから日を過ごすうちに，生活の心づかいや富や快楽にふさが

れて，実の熟するまでにならない人たちのことである 。良い地に落ちたのは，御言を聞いたのち ，

これを正しい良い心でしっ かりと守り ，堪え忍んで実を結ぶに至る人たちのことである 。（Ｌｕｋ．

８， １１－１５）」

　このように読んでいくと ，Ａｍｅ　Ｂｒａｄｓｔｒｅｅｔの話やＷｅ１ｌｓの意見もこく自然に受け止められる
。

　そこから「詩人として，ディキンスンが詩人としての自己のアイデンティをドラマ化した詩」

と解釈したＪｕｄ１ｔｈ　Ｆ
ａｒｒ はｒこの詩は心を完壁なものにして永遠に迎え入れられるために，人の

心に働く神の恩恵についての寓話として読めれるかもしれない。太陽，つまり神 ，‘‘Ｍａｋｅｒ

’’

の助

手は　　キリストであろうカ　　自分の仕事に真剣な冷静な目を持ち，林檎の茎の位置を変える

こともできる者　　によっ て， 詩人の内的自我が調べられている 。そして最終行（Ｅｖ。。ｙ　Ｓｕｎ／

Ｔｈ．Ｓｍｇ１。一ｔｏ．ｏｍｅ１１．ｅ。）については，超越主義者，Ｒ
ａ１ｆ　Ｗａ１ｄｏ　Ｅｍｅｒｓｏｎ（１８０３－８２）に通じる

ような，人生の意義の秘密は死後であれ，現世であれ，毎日毎日は，個人的な成熟によっ て明ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
かになるという啓示であるかもしれない」と解釈している 。

　またＩｎｄｅｒ　Ｎａｔｈ　Ｋｈｅｒのように「太陽」を本人つまり ，詩人「ディキンスン自身」のペルソ

ナ」と解釈すると ，太陽が毎日照り続けることはｒ詩人が日々 ，生き ，努力していくなかで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）ＴｈｅＳｍｇ１ｅ，つまり自我における

‘‘

ｕｍｔｙ，ｏｎｅｎｅｓｓ” を目指す」こととなる 。

　しかし神と太陽の間にあ って生かされている「存在」として，人問の日々の自己修練が完成さ

れるであろうというのも ，とこか楽天的であるように思える 。また詩全体にみなきる激しい緊張

感に何か強い詩人の思いが詩の低流にあるように思えてならない 。

魂にとっ て　畏ろしいのは

黄金色に熟して

垂れさがるのを感じるとき

　　　 、メーカ丁
上の方で果樹園王の梯子が止まる

逢か下では

存在が一つ　落ちるのが聞こえる

仰天するのは

もう熟したと思 っているのに

太陽がまだ頬を照りつけているのを感じるとき

冷ややかで　仕事に厳しい目つき

主が果柄を　少しひね って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５３３）
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　芯の熟れ具合　を見ること

しかし何より畏ろしいのは　収穫が

少しずつ近づいているのを知ること

毎日　ある命にとっ ては

太陽しか来ない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）　“ ｏ１ｅｍｎ”と “ｗｏｎｄｅｒｆｕｌ” の意味をティキンスンが愛用したといわれるウェフスター英語辞典

で見ると ，‘‘ｓｏｌｅｍｎ
’’

は‘‘
ｇｒａｖｅ ，ｓｅｎｏｕｓ

，ｏｒ　ａｆｆｅｃｔｅｄ１ｙ　ｇｒａｖｅ ，ａｓ　ａ５０Ｚ伽〃ｆａｃｅ
’’ ‘‘

ｗｏｎｄｅｒｆｕ１” は

“ａｄ－ａｐｔｅｄ　ｔｏ　ｅｘｃ１ｔｅ　ｗｏｎｄｅｒ　ｏｒ　ａｄｍ１ｒａｔ１ｏｎ ，ｅｘｃ１ｔｍｇ　ｓｕｒｐｒ１ｓｅ ，ｓｔｒａｎｇｅ ，ａｓｔｏｍｓｈｍｇ
’’

とある 。そう

なると ，絶対の力を持つ創造主に対して，ｒ林檎」である人問は力はなく ，ただ神の意志を恐れ

戦き ，待つのみという意味合いが強くなる 。

　　　　　　　　　　　メ　ー　カ　ー
　自分より上のところで果樹園主の梯子が止まっ ている 。‘‘

ｕｐ”と “ｂｅ１ｏｗ”は上下だけでなく ，

列の前の方，詩のなかの話者よりも先の方にあるといっ ているのかもしれない。そこから質の上

下も考えられよう 。いずれにせよ ，自分が選ばれ，摘み取られるのももうすぐだと期待をし，固

唾を呑んで待っているとき ，背後の方で熟しずくしすぎて自ら落ちていく「林檎」の音が聞こえ

る。 自分もそのような運命を辿るのか，晴れて選ばれる身となるのか，激しい緊張が走る 。

　「林檎」が待 っているのは果樹園主なのに，ある「林檎」にとっ ては，もう不必要な太陽の光

しか来ないのではないかという懐疑と恐怖。そう考えれば，どのような人生であろうとｒ全面的
　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
な諦め，神の意志に対する穏やかな服従」として生きることを余儀なくされている限りある生を

生きるしかない人問が浮かび上がってくる 。

　また神に選ばれるということについても ，当然，この世で神に選ばれるほどの人間とも解せる

し， 死後，選ばれて天国に入ることができるとも解釈できるだろう 。十九世紀中葉，ディキンス

ンの存命中はそれほどに神が，教会が君臨した時代であ ったという読みも可能となる 。

　しかしそれは一方的な敗北，惨敗の弁ではなく ，自分の努力に対して正しい評価がなされてい

ないのではないかという疑い，神に不満を，反発の一つも述べたいところだが，じっと堪えてい

るように思える 。“Ｔｈｅ　Ｓｉｎｇ１ｅ－ｔｏ　ｓｏｍｅ１ｉｖｅｓ” とは神の天の邪鬼のさせる技ではないか。なん

の悪気もなく ，言葉もなく ，一瞥で人を殺していくとはと眩く詩人の声が聞こえてくる 。

　以上のように最終行をｒ諦め」と解釈し，実った果実とそれを摘み取る勢定男，果樹園主とい

う関係を，男と女というそれで読み返してみると ，当時父権社会のなかでの自己を主張すること

もままならなかった女性の弱い立場が見えてくる 。

　三連三行のｒ毎日　ある命にとっ ては／太陽しか来ない
‘‘

ＥｖｅｒｙＳｍ／ＴｈｅＳｍｇ１ｅ－ｔｏｓｏｍｅ

１ｉＶｅＳ ’’

」は，ｒ毎日　陽が照 って／ある命にとっ てはいつまでも独り」とも読めるだろうか 。

「太陽」は　般には果実の成長を助けるものと考えられているが，その強大な力は当然ながら殺

す力にもなる ａｍｂ１ｇｕｏｕｓ なものである 。「林檎」にはそれを逃れることはできない。ただ待つの

みか。いつまでも選ばれることなく自滅して っしまうのか。結婚であれ，仕事であれ，男の価値

観で女が選ばれることへの，疑問，怒りが渦巻く 。

　ディキンスンが自分の詩が当時の詩壇に認められるかどうか，批評家のトマス ・ヒギンスンに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５３４）
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批評を乞うたとき ，「私の期待が裏切られなけはと思います　　申すまでもないと思いますが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）　　私の名誉が抵当にはいっ ているのでございます（Ｌ－２６０）」と書き送 ったのも ，この詩の
“ｇｏｌｄｅｎ　ａｐｐ１ｅ

’’

の緊迫した心境と重なる 。この緊張のなかで，ディキンスンはひたすら自己の詩

学を磨いた 。

　そして選ばれるのは一体いつなのか。改めて詩を読み直すと ，三違には次のようにある 。

Ｂｕｔ　ｓｏ１ｅｍｎｅｓｔ－ｔｏ　ｋｎｏｗ

Ｙｏｕｒ　ｃｈａｎｃｅ　ｍ　Ｈａｒｖｅｓｔ　ｍｏｖｅｓ

Ａ１１ｔｔ１ｅｎｅａｒｅｓｔ－ ＥｖｅｒｙＳｕｎ

Ｔｈｅ　Ｓｍｇ１ｅ －ｔｏ　ｓｏｍｅ１１ｖｅｓ

　一行目に
‘‘

ｔｏ　ｋｎｏｗ”とあるから ，「何より荘厳なのは」将来，収穫される ，選ばれることを自

分が「知ること」，自覚することであ って，自分が実際に収穫されるというのではない。必ず収

穫されるはずという強い確信なら
‘‘

Ｉ　ｗ１１１ｂｅ　ｃ ｈｏｓｅｎ”となろうし，そうでなけれは ，‘‘ Ｉ　ｓｈａ１１ｂｅ

ｃｈｏｓｅｎ
’’

ということになっ てくる 。が，いずれにせよ ，収穫の瞬問はこの詩のなかには書かれて

いない 。

　前者
‘‘

Ｉ　ｗｉ１１ｂｅ　ｃｈｏｓｅｎ
’’

と考えると ，三連は次のように読めるのではないだろうか 。

しかし何より荘厳なのは

取り入れのときが毎日

少しずつ近づいているのを知ること

ある人々にとっ ては　た った一日 。

　自己の成軌のときのために努力し励んできたが，人はこの世に生きている限り ，世間，時代と

いう限られた法廷の淀
‘‘

Ｔｈｅ　Ｓｍｇ１ｅ” で決まる 。成果が認められ，選はれる身になるかとうかの

判断に成熟の過程は問われない。「た った一日 “Ｔｈｅ　Ｓｉｎｇ１ｅ　ｄａｙ
’’

」に象徴される出来上がった作

品， 「林檎」そのものが，「ある人々」 ，選定者，勢定者，詩壇の “Ｍａｋ
ｅｒ

’’

としての，批評家，読

者の対象となる 。

　しかし，詩人自身にとっ ては，他者の目より ，最上級
‘‘

ｓｏ１ｅｍｎｅｓｔ
’’

へとひたすら自己の詩の完

成に向けて「毎日／少しずつ近づいている」という日々の営み，詩作に関心が向けられている 。

「毎日
‘‘

Ｅｖｅｒｙ　Ｓｍ
’’

」， 詩を書くことの喜び，新しい詩の創作への悪戦苦闘の日々などその詩作過

程が詩人にとっ て生きているかけがえのない時問である。そうしたなかで，自ら「取り入れのと

きが来るのを知る」。 詩人の詩学こそが自己の作品の蒐疋王 ，‘‘Ｍａｋｅｒ

’’

であるはずだから ，詩壇

の‘‘Ｍａｋｅｒ
’’

の判断を待つ必要もない。「取り入れのとき」をディキンスン自らが詩に書き記すこ

とは決して訪れなかったが，本物を認めてもらえない悲泉を漂わせて，だが毅然とティキンスン

は胸を反らす。選ばれない負こそ光栄ではないか。「何より厳荘なのは／取り入れのときが　毎

日／少しずつ近づいているのを知ること」。 それが詩人ディキンスンの詩作の原動力となっ て彼

女を書かし続けたといえよう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５３５）



１３４　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４６巻 ・第５号）

「林檎」が最終連で
‘‘ Ｉ　ｗ１１ｌ　ｂｅ　ｃｈｏｓｅｎ”ではなく ，“Ｉ　ｓｈａ１１ｂｅ　ｃｈｏｓｅｎ

’’

と「知る
‘‘

ｔｏ　ｋｎｏｗ”」な

らどうなるだろうか 。

なんと荘厳なこと　心のなかで

黄金色に熟して

垂れさがるのを感じるのは
　　　メ□カー
天上で創造主の梯子が止まる

と　地上では

存在が一つ　落ちるのが聞こえる

なんと素晴らしいこと

もう熟したと思 っていたのに

太陽はまだ頬を照りつけている

主は仕事に厳しい真剣な目つきで

果柄を少し持ちあげ

熟れ具合を見る

しかし何より荘厳なのは

取り入れのときが少しずつ

近づいているのを知ること

毎日　太陽がそれぞれの命に訪れるたびに

　太陽の燦々と輝く果樹園，命の絶頂期。詩語
‘‘

ｇｏ１ｄ
ｅｎ”は詩の全行にわた って強烈な輝きを放

って鮮烈である。成熟の極のとき訪れるものは収穫，死である 。ひとたび種から命の芽を出した

ものは，ひたすら成熟に向かって行くことを余儀なくされている 。「もう熟したと思 っていたの

に／太陽はまだ頬を照りつけている」。 絶え間ぬ歩みで芯まで熟して見事な黄金の実を付けた完

熟のとき ，「天上で創造主の梯子が止まる」。 創造主は同時に死神である 。そして手を触れ，「仕

事に厳しい真剣な」死神の目が凝視したとき ，「地上では／存在が一つ　落ちるのが聞こえる」。

　もう熟した人生を十分に生きてきたのだからと ，死神が足を止め，低い声で言う 。命の刈り取

りの命令は，絶体絶命である 。しかし人はそれに悲しみ，涙することはない。成熟の真 っ直中
，

太陽の輝く白昼に，黄金に輝く命の見事な死，刈り入れ，収穫のときが来たのである 。人は皆 ，

限りある命（ｍ０吋・１１ｔｙ）を死によっ て， 不滅の生（ｍｍＯ吋・ｌ１ｔｙ）へと再生の道を辿る 。ディキンス

ンの死生観である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
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ｄ　Ｕｍｖｅｒｓ１町Ｐｒｅｓｓ，１９５５）以後（Ｐ一　）と整理番号を記す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５３６）



Ｇｏ１ｄｅｎ Ａｐｐ１ｅへの道程（岩田） １３５
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　　Ｎｏｂ１ｅ，１９６７）
，ｐ
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